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研究成果の概要（和文）：本研究を通じて研究代表者と共同研究者らは、平壌とソウルの都市史を、日本植民地
支配の過去や東西両陣営からの国際援助、そして韓国・北朝鮮のそれぞれのナショナリズムなどと連関させてよ
り深く理解することができたとともに、そこを足場に多くの学術論文や研究発表を行うことができた。また、そ
れを通じて、日本・韓国・北朝鮮を主眼に据えた東アジア都市・建築史研究の共同研究基盤を、代表者を中心に
作ることができた。

研究成果の概要（英文）：Through this research, the principal investigator and co-investigators were 
able to gain a deeper understanding of the history of Pyongyang and Seoul in relation to the past of
 Japanese colonial rule, international aid from the East and the West, and the nationalism of both 
South and North Korea, as well as to publish many academic papers and research papers based on this 
understanding. Through this process, we were able to create a foundation for joint research on the 
history of East Asian cities and architecture, with a focus on Japan, South Korea, and North Korea, 
centering on the project's principal investigator.

研究分野： 建築史
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において政治・思想的な視点で語られがちであった平壌の歴史を東アジアに開き、国際関係の下で立体的
に理解するための学術的貢献を行うことができた。特に日本植民地支配との関係や冷戦下の国際関係、そして韓
国・北朝鮮関係のなかでソウルや平壌の歴史の理解を進めたことで、広い意味で日韓朝を議論するために必要な
学術知やそのプラットフォームの構築に寄与することができた。また、本研究で培った共同研究ネットワークを
足場にして、その成果を他の研究者や学生などに還元していくことで、研究の社会的意義もまた獲得できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
 
日本において、朝鮮民主主義人民共和国（以下、北朝鮮）は不可解な国として理解されるよう

になって久しい。そうしたなかで、都市や建築もそこに潜む深い歴史を知られることなく、バイ
アスのかかった観点をもとに、始めから特殊なものとして議論されることが多い。同国が日本の
植民地支配を受けていたということも意識されることはほとんどなく、もっぱら朝鮮戦争後に
建設されたモニュメンタルな建築や、高層のアパートが取り上げられる。他方で大韓民国（以下、
韓国）については、朝鮮戦争後の建築が何らかの特徴あるものとして取り上げられることは日本
では稀だ。しかし北朝鮮と違って植民地支配の記憶は周期的に掘り起こされ、日韓の間の火だね
となってきた。建築史分野でのそのクライマックスは、1995 年の朝鮮総督府庁舎の解体であっ
たが、近年は徴用工などの問題が焦点化されることとなり、物理的な痕跡よりも、経済や政治的
な問題に関心が強まってきた。こうした対照的な状況も相まって、日本から見た時に北朝鮮と韓
国の都市や建築を架橋しうる認識枠組みは、そもそもその基礎的理解も含めて構築できていな
いというのが実情であった。朝鮮半島では 1950 年から始まった 3 年間に及ぶ朝鮮戦争で、互い
が東西両陣営に分かれて戦った上、そこに長く前線が築かれ、北と南に分かれて全く異なるよう
に見える政治体制の下、歴史が積み重ねられてきた。この結果、日本でも別々の認識枠組みが固
定化し、それをもとにそれぞれの国の都市や建築を見る目ができあがってしまったと思われる。 
しかしそうした構図は、日朝、日韓の関係においても同じかもしれない。建築が「作品」とし

て個別に議論されることはあっても、地域研究として、あるいは国際関係史として同じ俎上で語
られる機会がないのだ。それは日朝韓三国がコミュニケーションするための共通のプラットフ
ォームを、建築という分野が十分に提供してこなかったことを物語っていよう。 
朝鮮半島には、20 世紀初めから始まった日本植民地支配とその下での「近代化」の記憶が積

み重なっているのであり、そうした過去との関係の下で解放後の両国の歴史が始まっていた。ま
た解放後は、北朝鮮はソ連を始めとする東側諸国と、韓国はアメリカや日本を始めとする西側諸
国と、それぞれ関係を持ちつつ国家建設が進められてきた。しかも、朝鮮戦争の復興が一息つく
1960 年前後になると、北朝鮮は「地上の楽園」と喧伝されて国際的プレゼンスを高めたし、反
対に韓国は軍事政権の下で 1970 年前後に「漢江の奇跡」を進めて一気に高度成長を遂げていっ
た。そこにおいて両者は互いに牽制しつつも、同時に意識し合い、時に苦難の行軍や IMF の介
入などの国家的な試練を経て、現代にまで国を守り続けて来た。こうした 20 世紀の歴史がほと
んど意識されずに都市や建築が「理解」されているというのが、本研究を立案した際の建築史分
野を足場とした研究代表者の問題意識であった。こうした多様な関係の下で成立した歴史を抜
きに、現状の社会空間は理解できないはずだ。 
そしてさらに言えば、20 世紀前半において朝鮮半島に対して植民地支配を強いた日本は、常

に歴史を意識して両国と構える倫理的責務があり、その過去を総括しながら関係を不断に刷新
していく姿勢が求められる。物理的な都市空間や建築物は、私たち自身の社会を直接的に支持・
構成するものであり、それに対するお互いの理解を深めることは、相互に融和的な方向へと社会
を導くための基礎・基盤となるはずだ。以上のような背景と問題意識の下で、本研究を立案する
こととなった。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、以上のような問題意識を背景にして設計されたものである。その際、学術研究活動
の推進と、それによる国際共同研究基盤の構築という二つの枠組みを、本研究課題の両輪とした。 
前者の枠組みでは、対象都市は平壌とソウルに絞ることで、研究のタイトルを「冷戦下東アジ

アにおける都市の対立と依存に関する歴史研究―平壌とソウルの空間変容史」とした。冷戦下の
平壌とソウルが対立を前提とする依存関係のもとで都市空間を変容させてきたと捉え、その相
関メカニズムを建築・都市史研究として解明することが第一の目的である。当然、そこに共通す
る重要なファクターとして日本植民地支配の影響を解明することもまた目的とした。最終的に
は、その理解の上で冷戦下の東アジア都市を展望・分析しうる史的理論の構築も念頭に置いた。 
後者の枠組みでは、学術研究を通じて都市や建築に潜在する多国間関係を見出すだけでなく、

本研究の持つ問題意識まで含めて共有しつつ共同で研究する国際研究基盤を日韓で構築したい
と考えた。そのため、都市・建築史だけでなく、社会学や政治学、文学など幅広い専門家たちと
研究ネットワークを構築し、柔軟に課題に対応できる学際融合的な研究体制を構築することを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
 上で述べた目的に対して、それを達成していくために目的をより構造化された複数の個別の
テーマへと分解した。また、研究代表者が 2018 年 10 月から 2019 年 9 月まで一年間韓国のソウ
ルにある漢陽大学・建築学部の韓東洙研究室に滞在し、複数のテーマを同研究室に当時所属して
いた徐東千副教授とともに推進することとした。 
具体的には、平壌とソウルの「解放以前の両都市の都市基盤構造の比較分析」、「ロシアおよび

東欧諸国の調査をもととした旧東側諸国都市と平壌の復興過程の比較分析」、「旧西側諸国のソ



ウル都市開発援助に関する資料分析」、「平壌とソウルにおける記念碑的建築群の考察」、「都市内
の社会基盤施設の建設による都市空間変容」を作業の骨子として開始することとした。 
滞在の後は共同研究で培ったネットワークを活性化させたまま持続させ、日本で国際シンポ

ジウムや共同調査などを繰り返しつつ研究を進める計画であった。 
また、共同研究者だけでなく、当時モスクワ経済大学の美術史の教員であったアンナ・グーゼ

ワ女史や、代表者と研究交流蓄積のあった同志社大学や高麗大学の教員らと適宜連絡を取って
研究を支えて頂くとともに、そのネットワークを生かして漢陽大学や高麗大学、同志社大学や研
究代表者の所属先である金沢大学で研究会を開催することとした。 
以上のような方法で研究を開始したが、2020 年よりコロナ禍が始まり、共同研究はその時点

で急ブレーキがかかった。ただし、幸いにもすでに韓国滞在を終えており、そこからはインター
ネットなどによる間接的なコミュニケーションを駆使して共同研究を進めるとともに、感染状
況の波をうまく読みながら共同研究者の招聘や国際シンポジウムの開催などを進めた。結果的
に、本研究で構築した共同研究基盤を壊すことなく研究を推進させることができた。2022 年以
降は研究内容の深化・刷新を続けながらも、同時に成果の国際発信や多角的な研究ネットワーク
の構築に重点を置くこととし、コロナ禍で失われた研究・交流機会などを回復しつつ、論文発表
やシンポジウムなどに努めることとした。 
 
４．研究成果 
 
 本研究の最も大きな成果は、韓国・漢陽大学の韓東洙教授や現在・木浦大学の徐東千助教授と
の共同研究基盤の形成と、それを軸に非常に広い分野にわたって――例えば文学分野の研究者
とも研究交流を行い、共同で査読論文集に特集を組むほど――大切に展開できたことである。 
 そして、そうした研究者らに支えられた研究基盤に立って研究を進めることができたことで、
都市・建築・社会基盤（土木）分野から、平壌とソウルについての研究を多角的に発信すること
ができた。同時に、かなり多くの研究資料を収集することができ、その研究基盤も含めて本研究
期間内で終わらない将来的な研究資源を手にすることができたと考えている。 
 学術的な成果内容についても、平壌とソウルの都市計画史の分析や国際援助比較などを、具体
的な建築や社会基盤施設を通じて考察することができた。特に平壌の改変にも携わった金日成
総合大学で教鞭をとった建築人材たちの分析や、平壌の普通江改修工事の実体解明などでは、世
界に先駆けて発見した極めて貴重な新資料なども用い、共同研究をベースに査読論文を複数執
筆・掲載してきた。多くの論文や研究発表、研究セミナーの開催などを行ってきたが、そうした
なかでも上記のテーマで査読論文に掲載した研究が、個別の学術成果としてはハイライトとな
る成果だったと考えている。以上、研究期間は 2023 年度で終了したが、最終年度で収穫・考察
した内容なども用いながら、今後も研究成果を発信していく予定である。 
最後に、研究やその周辺で私を支えてくださった方々はあまりにも多く、ここでは書き切れな

いが、特に、いま感謝の言葉を届けることができない人々に、謝辞を記載しておきたい。なかに
は調査で出会った一期一会とも呼べるような人々や、個人的に連絡を取ることができない北朝
鮮の人々もまた含まれている。また、巷間メディアを賑わせているように、研究者らの研究時間
は圧迫されており、どの研究者も生活の貴重な時間を削ってその時間を研究にあてるというこ
とが常態化している。研究を行う足場自体が危うくなっており、そうしたなかで本研究だけでな
く学術組織や学術界自体を支えて下さっている方々にも厚く御礼申し上げる。さらに、本課題の
研究費については基金化されていたことに加え、柔軟に期間を設定させていただけたことで、目
先の課題に惑わされることなく、研究者として長期的に役立つ活動や目的に注入することがで
きた。そうした点でも、制度設計や運営に関わった方に感謝をお伝えしたい。 
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